
1 

ISLServer-3.4.0-2 

 

 

 

ISL Online Conference Proxy  

ユーザーズマニュアル 



2 

ISLServer-3.4.0-2 

目次 

1 ISL Online オンプレミスライセンスについて .............................................................. 3 

2 ISL Conference Proxyのインストール ......................................................................... 6 

3 アップグレード ............................................................................................................. 15 

4 ネットワークの設定 ...................................................................................................... 20 

3 ISL Conference Proxyの各種設定について ................................................................ 24 

4 ISL AlwaysOn ................................................................................................................. 27 

5 サービスのコントロール .............................................................................................. 36 

6 ユーザーの管理 ............................................................................................................. 38 

7 モニタリング ................................................................................................................. 43 

8 プロダクトログインページ ........................................................................................... 47 

9 ISL Conference Proxyの移行 ...................................................................................... 52 

10 ISL Conference Proxyのアンインストール ................................................................ 54 

 



3 

ISLServer-3.4.0-2 

1 ISL Online オンプレミスライセンスについて 

ISL Online オンプレミスライセンスを使用すると、自社のサーバーで稼働する ISL Light

および ISL AlwaysOn のシステムを構築することができます。クラウドライセンスのように

インターネットを経由しないため(自社内のネットワークのみで使用する場合)、セッショ

ンを完全にコントロールすることができるようになります。 

このガイドでは、ISL Online オンプレミスライセンスでセッションの接続やユーザーの管

理を行うためのプログラムである、ISL Conference Proxy のインストールおよび設定方法

について説明します。なお、ISL Conference Proxy をインストールし、ISL Online オンプ

レミスライセンスを使用できるようにするには、ネットワークやサーバーの仕組みについ

て理解している必要があります。 

ISL Conference Proxy のインストールを開始する際は、事前に下記の必要システム構成を

確認してください。また、すでに設定済みの ISL Conference Proxy を最新版にアップグレ

ードする場合は「3 アップグレード」を参照してください。 

クラウドライセンス（クラウドライセンス年間契約またはプリペイドクーポン）を使用す

る場合は、 ISL Conference Proxy をインストールする必要はありません。 
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ISL Conference Proxy をインストールするための必要システム構成 

オペレーティングシステム 

 Microsoft Windows Server 2003 (32bit) 

 Microsoft Windows Server 2003 R2 (32bit) 

 Microsoft Windows Server 2008 (32bit) ※1 

 Microsoft Windows Server 2008 R2 (64bit) ※2 

※1) Windows Server 2008 R2 の Hyper-V 上で動作するゲスト OS「Windows Server 2008 

32bit および 2008 R2」に対応 

※2) VMware ESXi 4.1 上で動作するゲスト OS「Windows Server 2008 R2」に対応 

ハードウェア要件（最小構成） 

 2.0GHz 以上の Intel または AMD プロセッサ 

 2GB の RAM 

 5GB のディスク空き容量 

インターネット接続 

 最低速度: 256Kbps の DSL 

アプリケーション 

ISL Online は、以下の 4 つのアプリケーションで構成されています。ISL Conference Proxy

は、ISL Light および ISL AlwaysOn で接続を行う際に通信を中継するサーバーアプリケー

ションです。リモートサポートを提供するオペレータは ISL Light Desk を使用し、リモー

トサポートを受けるエンドユーザーは ISL Light Client を使用します。無人の PC やサー

バーにアクセスを行いたい場合は、ISL AlwaysOn を使用します。 

 ISL Conference Proxy 

 ISL Light Desk 

 ISL Light Client 

 ISL AlwaysOn 
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セッション実行可能台数 

ISL Conference Proxy がインストールされた一つのサーバーを使用して実行できるセッシ

ョン数の上限は 50 セッションです。なお、50 セッションに満たない場合でも、画面共有時

の描画が遅くなるなどの現象が発生する場合があります。その場合は、サーバーの追加を

検討してください。 

ISL AlwaysOn 登録可能台数 

ISL Conference Proxy がインストールされた一つのサーバーに登録できる ISL AlwaysOn の

インストール済みクライアント端末数の上限は 10,000 台です。 
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2 ISL Conference Proxy のインストール 

ISL Conference Proxy をインストールする際は、以下の手順に従います。 

2.1 ライセンスファイル（パケット）とインストーラーの取得 

2.2 ISL Conference Proxy のインストール 

2.3 ライセンスファイルの適用 

2.4 オンラインアップデート 

※ [2.1] については、インターネットに接続した環境で行う必要があります。 

※ [2.4] については、ISL Conferenc Proxy のインストール先サーバーがインターネットに

接続されていない状態でもアップデートが可能です。詳細は P17 を参照してください 

 

2.1 ライセンスファイル（パケット）とインストーラーの取得 

2.1.1 ISL Online のトップページ(http://www.islonline.jp/)から、マイアカウントペー

ジにログインします。 

購入前ユーザーの方: 「今すぐ登録」をクリックし、無料体験用アカウントを作成

します。アカウントを取得したら、登録に使用した Email アドレスと通知されたパ

スワードを使用してマイアカウントページにログインします。 

購入後ユーザーの方: 登録済み Email アドレスとパスワードを入力し、マイアカウ

ントページにログインします。 
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2.1.2 アクティベーションキーの登録 

購入前ユーザーの方: このステップを飛ばし、ステップ 2.1.3 に進んでください。 

購入後ユーザーの方: 左側のナビゲーションメニューから[アクティベーション]

を選択し、アクティベーションキーを入力後、[続ける]ボタンをクリックし、ウィ

ザードの指示に従ってライセンスを有効化します。 

 

2.1.3 パケットの新規作成 

購入前ユーザーの方のみ: 左側のメニューから[オンプレミスライセンス]を選択し、

「ISL Online オンプレミスライセンス「30 日間無料体験」を開始する場合は、こち

らをクリックしてください。」のリンクをクリックします。 

 

購入前および購入後ユーザー共通: 左側のメニューから[オンプレミスライセンス]

を選択し、 メイン画面で[パケットの新規作成]をクリックします。 
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ISL Conference Proxy をサーバー上で使用するには、サーバーの IP アドレスまたは

DNS 名を入力する必要があります。IP アドレスまたは DNS 名を入力したら、ウィザ

ードに従ってパケットを作成します。 

 

内部 IP アドレスは必須ではありません。内部 IP アドレスは、ISL Conference Proxy

をインストールしたサーバーがプライベートネットワーク内にあり、オペレータお

よびクライアントが当該ネットワーク外からアクセスする場合のみ必要になります。

その場合は、ルータなどに設定されたグローバル IP アドレスを[IP アドレスまたは

DNS 名]に入力し、[内部 IP アドレス]にサーバーのプライベート IP アドレスを入力

します。 

※ 内部 IP アドレスを入力する場合には、イントラネットの IP 範囲（プリフィック

ス値で指定されるネットワーク部の[172*]、[10*]、[192*]、[164*]、[200*]、

[129*]）と一致している必要があります。 
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2.1.4 ライセンスファイルとインストーラーの取得 

パケットの作成が完了すると、以下のページに Readme とライセンスファイルのリン

クが表示されるので、それぞれのページにてファイルを取得します。 

 

ライセンスファイルの取得 

[confproxy-3-4.license] を ク リ ッ ク し て 、 ラ イ セ ン ス フ ァ イ ル

(confproxy-3-4.license)をダウンロードします。 

インストーラーの取得 

[Readme.html]をクリックして、表示されるページから ISL Conference Proxy 3.4.0

のインストーラーをダウンロードします。 

ISL Conference Proxy 3.4.0 のインストーラ 

「ISL_Conference_Proxy_3_4_0_22389_win32.exe」 
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2.2 ISL Conference Proxy のインストール 

このセクションでは、ISL Conference Proxy を新規にインストールする場合の手順を説

明します。導入済みの ISL Conference Proxy をアップグレードする場合はこのセクシ

ョンではなく、「3.アップグレード」を参照してください。 

（※なお、インターネットに未接続のサーバーにインストールする場合は、後述の「インターネ

ットに未接続のサーバーにインストールする場合」を参照してください） 

2.2.1 プログラムのインストール権限を持つアカウントで、サーバーにログインします。 

2.2.2 手 順 2.1.4 に て ダ ウ ン ロ ー ド し た イ ン ス ト ー ラ

「ISL_Conference_Proxy_3_4_0_22389_win32.exe」をダブルクリックし、ISL 

Conference Proxy をサーバーにインストールします。表示されるインストールウィ

ザードに従ってください。 

2.2.3 インストールが完了すると、ブラウザ上で ISL Conference Proxy の管理画面 (ISL 

Conference Proxy administration)が自動的に開きます（管理画面が開くまで時間

がかかる場合があります）。 

管理画面は、Windows のスタートメニューから 

[ISL Conference Proxy]-[Web administration]をクリックするか、ブラウザで 

「http://localhost:7615/conf」と入力して開くこともできます。 

 

ログイン画面が開いたら、[Username]に「admin」、[Password]に「asd」と入力して

ログインします。 
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2.3 ライセンスファイルの適用 

ISL Conference Proxy を適切に動作させるには、有効なライセンスファイルが必要

になります。ライセンスファイルを登録していない場合やライセンスの期限が切れた

場合は、ISL Light および ISL AlwaysOn でセッションを開始することはできません。 

画面左側のメニューから[Licenses]を選択します。 

[参照]をクリックして保存したライセンスファイルの場所を指定し、[Install]をク

リックしてファイルを適用します。ファイルがアップロードされると[Restart ISL 

Conference Proxy]ボタンが表示されるので、クリックして ISL Conference Proxy

を再起動します。 

 

 

再起動が正常に終了すると、[Please click here to go back to the session]のリ

ンクが表示されます。このリンクをクリックすると、ISL Conference Proxy のログ

イン画面が表示されます。リンクが表示されない場合は表示されるまでしばらく待ち

ます。 
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2.4 オンラインアップデート 

このセクションでは、ISL Conference Proxy のほか、ISL AlwaysOn などの ISL 各種

製品のモジュール、プログラム、プラグインなどをオンラインでアップデートする手

順を説明します。 

2.4.1 画面左側のメニューから[Manage Software] > [Online update]を選択します。 

 

※新しい Ver.のモジュールやプログラムが見つかった場合は、各製品の下に緑字で

情報が表示されます。 

2.4.2 各製品のモジュールやプログラムに対し、プルダウンメニューから実行内容を選択

します。通常は[Default (automatic install)]を選択してください。 

 

 Default（デフォルト※） 

 No change（変更なし） 

 Automatic install（自動インストール） 

 Manual install（マニュアルインストール） 

・Uninstall all（全てアンインストール） 

※デフォルト選択時は、手順 2.4.1 で緑字で表示された各種モジュールとプログラ

ムが、自動でインストールされます。 
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（補足）Manual install の場合 

プルダウンメニューから[Manual install]を選択し、更新/変更したいモジュール（プログラム） 

を個別に選択します 

 

2.4.3  画面左下にある[Apply changes]をクリックします。 

 

2.4.4  アップグレードの準備が行われます。グレー画面が消えるまでお待ちください。 

 

 

 

 

 

クリック 

クリック 
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2.4.5 サーバーの再起動を行います。 

1. 管理画面にログインし、[Activity monitor]-[Servers]を選択します。 

2. サーバーのチェックボックスをオンにし、[Restart selected]ボタンをクリックします。 

 

3. [ISL Conference Proxy restart]ページが表示されるので、[Please click here to go back 

to the session]のリンクが表示されたらクリックします。リンクをクリックすることに

より、ログインページから再度管理画面にログインして作業を続けることができます。サ

ーバーの再起動には数分程度かかる場合もあります。  

 

※補足 

再起動後、画面左側のメニューから[Manage software] > [Overview]を選択して、現在イ

ンストールされているモジュール、プログラム、プラグインなどの一覧を確認することが

できます。 

（例：ISL Conference Proxy 3.4.0 のインストールが正常に行われた場合は、[Modules]

欄の ISL Conference Proxy の Version が「3.4.0」になっています。） 

必要なモジュール、プログラム、プラグインが正しくインストールされていない場合は、

オンラインアップデートを複数回繰り返してください。 
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3 アップグレード 

バージョン 3.2.9 以前の ISL Conference Proxy を最新版(3.4.0)へアップグレードするに

は、以下の手順に従ってください。 

【重要】 

最新版の ISL Conference Proxy 3.4 へアップグレードするには、データベースのインデッ

クスを再構築する必要があります。お客様のご使用環境により異なりますが、この再構築

には 1GB 当たり約 5分から 30 分程度時間がかかります。 

アップグレードの状況は、Confproxy_server.log（※）を開いて確認することができます。 

（※変更していない場合：C:\Program Files\ISL Conference Proxy） 

1. Windows のスタートメニューから[コントロールパネル]-[管理ツール]-[サービス]を選

択して、[ISL Conference Proxy]を停止します。必ず ISL Conference Proxy フォルダの

バックアップを行って下さい。 

2. マイアカウントページ（https://www.islonline.com/account/login）にログインします。 

3. マイアカウントページの[オンプレミスライセンス] > [情報]をクリックし、[パケット

の新規作成]をクリックします。 

4. [パケットの新規作成]手順に従って、新規パケットを作成します（[2.1 ライセンスファ

イル（パケット）と各種ファイルの取得]を参照してください）。 

※（補足）現在ご使用中のライセンスファイルは引き続き ISL Conference Proxy 3.4

でご使用いただけますが、次回ライセンス更新時に、新しいライセンスファイル（パケ

ット）を作成していただくことになりますので、この機会に新しいライセンスファイル

（パケット）を作成していただくことをお勧めします。 

5. パケットが正常に作成されたら、以下の手順に従ってライセンスファイルのアップロー

ドを行います。 

① 新しいライセンスファイル（confproxy-3-4.license）をダウンロードします。 

② ISL Conference Proxy の管理画面を表示します。（管理画面は、[スタート]メニ

ューまたは http://localhost:7615/conf からもアクセスできます） 
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③ ユーザー名[admin]、パスワードは[asd]でログインします。(変更していない場合)  

④ 左側のメニューから[Licenses]をクリックし、①でダウンロードしたライセンス

ファイル（confproxy-3-4.license）をアップロードし、再起動を行います。 

⑤ 左側のメニューから[Licenses]をクリックし、アップロードを行ったライセンス

ファイルの情報が反映されているかどうか確認します。 

6. 画面左側のメニューから[Manage Software] > [Online update]を選択して、オンライン

アップデートを行います。 

（ISL Conference Proxy 3.4.0 のほか、ISL Light、ISL AlwaysOn などの必要なモジュー

ル、プログラム、プラグインなどをダウンロードします。オンラインアップデートの方法

については、2.4「オンラインアップデート」を参照してください） 

7. アップグレードの状況は、Confproxy_server.log（※）を開いて確認することができま

す。（※変更していない場合：C:\Program Files\ISL Conference Proxy） 

データベースのインデックスの再構築が終了している場合は、Confproxy_server.log の

中に“Server is fully operational”の一文が表示されます。 

8. ISL Conference Proxy を再起動し、再び[Manage Software] > [Online update]を選択し

て、オンラインアップデートを行います。 

9. ISL Conference Proxy を再起動し、画面左側のメニューから[Manage software] > 

[Overview]を選択します。 

[Modules]の ISL Conference Proxy の Version が「3.4.0」になっているほか、ISL Light、

ISL AlwaysOn などの必要なモジュール、プログラム、プラグインが正しくインストール

されていることを確認します。 

以上でアップグレードの手順は終了です。 

（必要なモジュール、プログラム、プラグインが正しくインストールされない場合は、オ

ンラインアップデートを複数回繰り返してください。） 
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※（補足）インターネットに未接続のサーバーにインストールする場合 

インターネットに未接続のサーバーISL Conference Proxy をインストールする場合は、

以下の手順に従ってください。 

1. 各種ファイルの取得  

インターネットに接続されている PC から、以下のファイルを取得しておきます。 

A)ライセンスファイル （2.1 を参照してください） 

B)ISL Conference Proxy3.4.0 のインストーラー （2.1 を参照してください） 

C)モジュール関連 ZIP ファイル 

ダウンロード先 URL：http://www.oceanbridge.jp/isl/cp/340/software.zip 

2. ISL Conference Proxy のインストールを行います:（2.2 を参照してください） 

3. ライセンスファイルを適用します:（2.3 を参照してください） 

4. C ドライブ直下に、以下の名前のフォルダーを作成します。 

「ISL_Online_software_repository」 

5. 1-C)で保存した ZIP ファイルを解凍し、中身のファイルおよびフォルダーを、すべて 4

で作成したフォルダー内に移動します。 

 

6. 画面左側のメニューから[Manage Software] > [Manual update]を選択します。Manual 

update の画面に切り替わります。 

7. [Enter the full path to the software repository:]の欄で、[Use standard location]

が選択されていることを確認し、[Save]をクリックします。 

Current software update 欄の URL が、「file:///C%3a/ISL_Online_software_repository」

に変わります。 

http://www.oceanbridge.jp/isl/cp/340/software.zip
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8. 画面内の[Online update]をクリックします。 

9. [Online update]画面が開きます。アップデートを行います。 

（ISL AlwaysOn など必要な各種 ISL 製品のモジュール、プログラム、プラグインなどを

アップデートします。アップデータの手順は、2.4 を参照してください） 

 

以上でインストールは終了です。 
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エラーメッセージ 

ISL Conference Proxy がエラーを検出すると、赤い文字でエラーメッセージが表示されま

す。（表示されるエラーは環境により異なります） 

 

Module ISL Conference Proxy is not licensed 

ライセンスファイルが適用されていない場合は、上記のメッセージが表示されます。この

メッセージが表示される場合は、[2.1 ライセンスファイル（パケット）と各種ファイルの

取得]および [2.3 ライセンスファイルの適用]を参照してください。 

NTP synchronization error 

ISL Conference Proxy は、NTP(ネットワーク・タイム・プロトコル)を使用してプログラム

内の時刻を同期します。しかし、NTP が使用するポートが解放されていない場合は、上記の

メッセージが表示されます。 

その場合は、当該サーバーもしくは社内のファイアーウォールなどで、UDP 接続のポート

123(外向き)の通信を許可してください。なお、NTP を使用した同期が行えない場合、ISL 

Conference Proxy はインストールされたサーバー機の日付と時刻を使用するため、本メッ

セージが表示されていても ISL Conference Proxy の使用には影響はありません。 

Cannot bind TCP port 80 

Cannot bind TCP port 443 

本メッセージが表示される場合は、ポート 80 および 443 が既に Web サーバーなどに使用さ

れている可能性があります。解決方法については、次の「5 ネットワークの設定」に進ん

でください。 



20 

ISLServer-3.4.0-2 

4 ネットワークの設定 

ISL Conference Proxy のインストールが完了したら、ネットワークの設定を行います。こ

れにより、接続時に発生する問題を回避できます。 

ファイアーウォールの設定 

ISL Conference Proxy を適切に動作させるには、TCP ポートの設定が必要になります。フ

ァイアーウォールでポート 80(必須ではありません)、443(必須ではありません)、7615(必

須)の各ポートを開放してください。 

ポート 80 および 443 で既に Web サーバーが実行されており、ISL Conference Proxy の管理

画面でエラーが表示される場合は、以下の手順に従ってください。 

A) 実行している Web サーバー(IIS など)が必要ない場合 

1. [管理ツール]-[インターネット インフォメーション サービス(IIS)]から[既定

の Web サイト]を選択し、[停止]をクリックします。 

2. IIS が停止したら、ISL Conference Proxy を再起動します。 

B) Web サーバーを使用しており、無効にできない場合 

1. ISL Conference Proxy の管理画面にログインし、左メニューの[General]をクリ

ックします。 

2. [HTTPT ports:]のチェックを外し必要に応じてポート 80 または 443 を削除します。 

例：ポート 80 を削除する場合 
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3. 画面右下の[Save]ボタンをクリックします。 

4. [Restart ISL Conference Proxy]ボタンが表示されるので、クリックして ISL 

Conference Proxy を再起動します。 

 

5. 再起動が正常に終了すると、[Please click here to go back to the session]

のリンクが表示されるので、クリックして管理画面に戻ります 

ISL Conference Proxy は、ポート 7615 だけで稼働することもできます。ただし、この方法

を実行した場合は、ファイアーウォールで保護されていないユーザーだけがISL Conference 

Proxy にアクセスできるようになります。一部の状況で使用できる代替手段としては、21

（FTP）、110（POP3）、143（IMAP）など、よく使われる他のポートで動作するように ISL 

Conference Proxy を設定する方法もあります。 

ISL Conference Proxy が使用するポートを変更する場合は、上記のポート 80 を削除するよ

うに、[General] ページ内の[HTTPT ports]フィールドをクリックして既存のポートの削除

および任意のポートの追加を行ってください。 

なお、ポートを無効にした場合や変更した場合は、セッションを開始する前に再度ISL Light

のモジュールを取得する必要があります。ISL Conference Proxy と ISL Light のポート設

定が異なる場合は、セッションを行う際にエラーメッセージが表示されます。 
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ポートの詳細 

 ポート 7615: ISL Conference Proxy の機能の大半を制御するメインのポートです。主に

以下の機能で使用します。 

A) 管理画面へのアクセス（http://localhost:7615/conf） 

B) プログラム類のダウンロード（http://localhost:7615/start） 

C) ISL Light および ISL AlwaysOn のセッション 

 ポート 80 および 443: ファイアーウォールで保護されているネットワークでセッション

を行うための、メインポート(7615)の代替ポートです。 

IP アクセス制限 

ISL Conference Proxy の管理画面へのアクセスを、特定の IP アドレスのみに制限すること

ができます。 デフォルトでは、管理画面へのアクセスはローカルマシンだけに制限されて

います。ネットワーク内の別のコンピュータから ISL Conference Proxy にアクセスしたい

場合は、以下の手順で設定を行います。 

1. [Configuration]-[Security]を開きます。 

2. [Allowed IP addresses for administration]のチェックを外してアクセス元コンピュー

タの IP アドレスを入力します。 

3. 右下の[Save]ボタンをクリックして設定を保存します。 
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なお、ローカルマシンからのアクセスは常に許可されます。 

 [Must use SSL for administration]を有効にすると、SSL で暗号化された接続のみ

を許可します。 
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3 ISL Conference Proxy の各種設定について 

管理画面内の左メニュー、[Configuration]-[Basic]をクリックして表示される[Basic 

configuration]ページには、ISL Conference Proxy を適切に動作させるために必要な設定

項目が含まれています。これらの基本設定は、画面左側のメニューから個別に選択するこ

ともできます。 
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管理者パスワード 

ISL Conference Proxy にログインする際に使用します。デフォルトのユーザー名は admin、

パスワードは asd です。ユーザー名は変更できませんが、ログインパスワードは変更する

ことをお勧めします。 

電子メール通知 

ISL Conference Proxy では、システムのステータスをメールで送信するように設定するこ

とができます。この機能を設定すると、問題が発生した場合に自動で通知されるため、迅

速な処置を取ることができます。 

 Outgoing (SMTP) server: このフィールドでは貴社のメールサーバーを設定します。そ

の際は、サーバーのファイアーウォールでポート 25 を開く必要があります。また、管理

者のメールアカウントがこのメールサーバーのローカルなアカウントでない場合は、ISL 

Conference Proxy からのメールが中継されるようにする必要があります。 

 Default from e-mail address: このフィールドには管理者のメールアドレスか、任意の

メールアドレスを設定します。ここで設定したメールアドレスは、送信元アドレスとし

て扱われます。必ずしも有効なものでなくてもかまいませんが、アドレスのドメイン名

は確実に存在するものでなければなりません。ドメイン名が存在しない場合、ISL 

Conference Proxy は通知メールを送信できなくなります。 

 System e-mail goes to: このフィールドには、管理者のメールアドレスを設定します。

カンマで区切ることにより、複数のアドレスも指定できます。指定するメールアドレス

は有効なものである必要があります。 

 [Save and send test e-mail]をクリックすると、設定が保存され、テスト用のメールが

システム管理者のメールアドレスに送信されます。これにより、設定が適切かどうかを

確認できます。 

ライセンス 

ライセンスの登録については手順[2.1 ライセンスファイル（パケット）と各種ファイルの

取得]および[2.3 ライセンスファイルの適用]を参照してください 

ソフトウェア (オンラインアップデート) 

各種のオンラインアップデートを行います。オンラインアップデートについては手順[2.4 

オンラインアップデート]を参照してください 



26 

ISLServer-3.4.0-2 

ユーザー 

[Users]ページで、複数のユーザーアカウントの追加や削除を行うことができます。追加さ

れたユーザーは、ISL Light および ISL AlwaysOn を使用して、クライアントに対するリモ

ートサポートを実行できるようになります。ユーザーの追加や削除は、左側メニューの

[User Management]からも実行できます。 

ユーザー管理の詳細については、「6 ユーザーの管理」を参照してください。 
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4 ISL AlwaysOn 

管理画面ページの左メニューから[Configuration]-[ISL AlwaysOn]を選択すると、ISL 

AlwaysOn の各種設定を行うことができます。 

 

グルーピング機能 

ISL AlwaysOn のグルーピング機能を使用すると、あるユーザーアカウントで登録(インスト

ール)を行った端末を別のユーザーアカウントに紐付けることができます。 

グルーピングを有効にする設定の手順および操作手順については、以下を参照してくださ

い。 

ISL Conference Proxy の管理画面での設定手順 

1. [ISL AlwaysOn]ページの[Use grouping functionality]のチェックを外し、ドロップダ

ウンメニューから「Yes」を選択します。 
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2. [User (as guest) can share connection with owner in same domain]のチェックを外

し、ドロップダウンメニューから「Yes」を選択します。 

3. [User (as guest) can share connection with owner on same server]のチェックを外

し、ドロップダウンメニューから「Yes」を選択します。 

 

4. 右下にある[Save]ボタンをクリックして変更を保存します。 

 

※プロダクトログインページでの操作手順 

（プロダクトログインページについては、8「プロダクトログインページ」を参照してくだ

さい） 

1. プロダクトログインページにログインし、ISL AlwaysOn のページを開きます。 

2. 端末の横に表示されている「その他」>「編集」をクリックします。 

3. 編集画面が表示されたら、[共有コンピュータ]に紐付けしたいユーザー名を入力し、「変

更を保存」ボタンをクリックします。 

4. 保存後は紐付けられたユーザーからも当該端末を操作することができます。 
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プッシュインストール機能 

ISL AlwaysOn のプッシュインストール機能は、各端末にインストールされた ISL AlwaysOn

を ISL Conference Proxy から強制的にアップグレードを行う機能です。デフォルト時は有

効（ON）になっています。 

ISL AlwaysOn のプッシュインストール機能を使用しない場合は、クライアント端末にイン

ストールされた ISL AlwaysOn の設定ウィンドウを開き、「基本設定」内の「その他の設定」

>「自動アップデート（プッシュインストール）を有効にする」のチェックを外す必要があ

ります。 

 

 

 

test2 
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上記の設定を行った端末では、以下の方法で最新版の ISL AlwaysOn にアップグレードする

ことができます。 

1. ISL Conference Proxy の管理画面から[Activity monitor] - [Sessions] - [Active]の

ページを開きます。 

2. 上記ページ内の[This server Computers]の端末のリストから、アップグレードを行いた

い任意の端末の[Select]にチェックを入れます。(プッシュインストールができる端末

は「Supports Upgrade」の欄に「yes」と表示されます） 

3. 端末の一覧下部に表示される[Push Upgrade to selected]のラジオボタンにチェックを

入れ、インストールを行う ISL AlwaysOn のバージョンを選択します。 

4. [Execute]ボタンをクリックすると、当該端末でアップグレードが行われます。 

     

※登録している端末を一斉に自動でアップグレードさせる場合には、ISL Conference Proxy

の管理画面から[ISL AlwaysOn] のページを開き、 [ Automatically upgrade computers to 

latest version of a program] のチェックを外し、ドロップダウンメニューから「Yes」

を選択します。 

 

以降は[設定] > [基本設定] > [その他の設定]で[自動アップグレードを有効にする]をオ

ンにした端末の ISL AlwaysOn が、ISL Conference Proxy から強制的に自動でアップグレー

ド（サイレントインストール）されるようになります。（端末側の設定については、別紙『ISL 

AlwaysOn ユーザーズマニュアル』を参照してください） 
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設定の保護機能 

ISL AlwaysOn の「メインパスワードで設定内容を保護する」機能は、インストール時に設

定したアクセスパスワードを入力しなければ、ISL AlwaysOn の「設定」ウィンドウが開け

ないようにする保護機能です。 

各端末の設定 

設定の保護機能を有効にするには、クライアント端末にインストールされた ISL AlwaysOn

の「設定」ウィンドウを開き、「基本設定」内の「その他の設定」>「メインパスワードで

設定内容を保護する」にチェックを入れる必要があります。 

 

上記の設定を行った端末では、ISL AlwaysOn の設定ウィンドウを開く際、以下のメッセー

ジ画面が表示されます。有効なメインパスワードを入力しない限り、設定画面を開くこと

ができなくなります。 

 

※注意： ISL Conference Proxy 管理画面の[ISL AlwaysOn]-[Protect configuration on 

computer side]のチェックを外して「Yes」に変更し、右下の[save]をクリックして設定を

保存すると、それ以降サーバーと通信を行った全端末の ISL AlwaysOn の「アクセスパスワ

ードで設定内容を保護する」の設定は強制的に有効になります。反対に、上記項目のチェ

ックを外した状態で「No」に変更し、設定を保存すると、それ以降サーバーと通信を行っ

た全端末の設定は強制的に無効になります。 
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アクション機能 

ISL AlwaysOn のアクション機能を使用すると、各端末に対し、さまざまな機能を実行する

ことができます。アクション機能を有効にする際の設定手順および操作手順については、

以下を参照してください。 

ISL Conference Proxy の管理画面での設定手順 

1.[ISL AlwaysOn]ページの[User can use actions functionality]が「Yes」になっている

ことを確認します。（デフォルトでは「Yes」になっています） 

（※アクション機能を無効にする（プロダクトログインページに表示しない）場合は、ド

ロップダウンメニューから[No(allow override)]を選択してください） 

2.右下にある[Save]ボタンをクリックして変更を保存します。 

プロダクトログインページでの操作手順 

（プロダクトログインページについては、8「プロダクトログインページ」を参照してくだ

さい 

1.プロダクトログインページにログインし、ISL AlwaysOn のページを開きます。 

2.端末の横に表示されている「その他」をクリックします。 

3.アクション一覧が表示されます。 

 

 

 
※アクションの各項目に関しては、ISL AlwaysOn 

2.0.0 のマニュアルを参照してください 
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ファイル共有機能 

ISL AlwaysOn のファイル共有機能を使用すると、各端末のハードウェアやフォルダ、ファ

イルを共有することができます。ファイル共有機能を有効にする際の設定手順および操作

手順については、以下を参照してください。 

ISL Conference Proxy の管理画面での設定手順 

1.[ISL AlwaysOn]ページの[User can use files functionality]が「Yes」になっているこ

とを確認します。（デフォルトでは「Yes」になっています） 

（※ファイル機能を無効にする（プロダクトログインページに表示しない）場合は、ドロ

ップダウンメニューから[No(allow override)]を選択してください） 

2.右下にある[Save]ボタンをクリックして変更を保存します。 

プロダクトログインページでの操作手順 

（※プロダクトログインページについては、8「プロダクトログインページ」を参照してく

ださい 

1.プロダクトログインページにログインし、ISL AlwaysOn のページを開きます。 

2.端末の横に表示されている「共有ファイル」をクリックします。 

3.「共有ファイル一覧」が表示されます。 

     

4.アクセスしたい共有ファイルのパスをクリックします 

5.共有ファイルの中身が参照できます。共有時に設定した許可の範囲に応じて、ファイル

の読み取りやダウンロードを行うことができます。 

※共有ファイルについては、ISL AlwaysOn 2.0.0 のマニュアルを参照してください 
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スリープモード（許可）機能 

ISL AlwaysOn のスリープモード（許可）機能を使用すると、ISL AlwaysOn をインストール

した端末がスリープモードに移行できるようになります。スリープモード（許可）機能を

有効にする設定の手順および操作手順については、以下を参照してください。 

ISL Conference Proxy の管理画面での設定手順 

1.[ISL AlwaysOn]ページの[Allow computer to go into sleep mode(reconnect required)]

のチェックを外し、ドロップダウンメニューから「Yes」を選択します。 

2.右下にある[Save]ボタンをクリックして変更を保存します。 

 

各端末の設定 

クライアント端末にインストールされた ISL AlwaysOn の設定ウィンドウを開き、「詳細設

定」内の「スリープモード」>「デフォルトのサーバー設定を無効にする」のチェックを外

し、代わりに「スリープモードの移行を有効にする」にチェックを入れる必要があります。 
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WakeOnLAN 機能 

ISL AlwaysOn の WakeOnLAN 機能を使用すると、ISL AlwaysOn をインストールした端末をネ

ットワーク経由で起動することができます。※ 

（※WakeOnLAN 機能は、各端末の電源やマザーボード、OSが ACPI 機能に対応しているほか、

ネットワークアダプタがマジックパケットを解釈できる場合に有効です。また、各端末の

BIOS 画面で各種設定を行う必要があります。） 

プロダクトログインページでの操作手順 

（※プロダクトログインページについては、8「プロダクトログインページ」を参照してく

ださい） 

1.プロダクトログインページにログインし、ISL AlwaysOn のページを開きます。 

2.電源の入っていない端末の横に表示されている「WOL 送信」をクリックします。 

リモートコンピューターの一覧下に、“パケットが送信されました”のメッセージが表示

されます 

 

3. ネットワーク経由で、端末が起動します。 

 

※（補足）WakeOnLAN をプロダクトログイン画面上から削除する方法 

1.ISL Conference Proxy の管理画面にログインし、[Configuration] > [ISL AlwaysOn] 

の画面を開きます 

2. [Hide WakeOnLAN functionality(reconnect required)]のチェックボックスを外し、 

ドロップダウンメニューから「YES」を選択します。 

3.右下にある[Save]ボタンをクリックして変更を保存します。 

http://e-words.jp/w/E3838DE38383E38388E383AFE383BCE382AF.html
http://e-words.jp/w/E3838DE38383E38388E383AFE383BCE382AF.html
http://e-words.jp/w/E3838DE38383E38388E383AFE383BCE382AF.html
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5 サービスのコントロール 

このセクションでは、ISL Conference Proxy サービスの開始、停止、再起動方法を説明し

ます。 

Windows の[スタート]メニューから[管理ツール]-[サービス]を開き、[ISL Conference 

Proxy]を選択します。 

 

[ISL Conference Proxy]の右クリックメニューから ISL Conference Proxy の開始、停止、

再起動が実行できます。 

あるいは、[ファイル名を指定して実行]もしくはコマンドプロンプトで、「net start 

confproxy」(開始する場合)、「net stop confproxy」(停止する場合)と入力してサービス

の開始および停止を実行することもできます。コンソールウィンドウは、処理の実行状況

に伴って更新されます。 

ISL Conference Proxy の管理画面から ISL Conference Proxy を再起動する場合は、以下の

手順に従ってください。 

1. 管理画面にログインし、[Activity monitor]-[Servers]を選択します。 
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2. サーバーのチェックボックスをオンにし、[Restart selected]ボタンをクリックします。 

 

3. [ISL Conference Proxy restart]ページが表示されるので、[Please click here to go back 

to the session]のリンクが表示されたらクリックします。リンクをクリックすること

により、ログインページから再度管理画面にログインして作業を続けることができま

す。サーバーの再起動には数分程度かかる場合もあります。  
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6 ユーザーの管理 

ISL Conference Proxy を使用してセッションを開始するには、有効なユーザーアカウント

を作成する必要があります。ユーザーの設定および管理は[User management]ページから実

行できます。 

ISL Conference Proxy をインストールすると自動的に作成される「admin」アカウントは、

管理画面のログイン時のみ使用できます。また、全てのユーザーは、ドメインに属してい

る必要があります。初期状態では、[default]というドメインのみが作成され、このドメイ

ンをそのまま使用することもできます。 

ドメインについて 

多数のユーザーを管理する場合などは、追加のドメインを作成します。また、ドメインを

複数作成することにより、各種設定をそれぞれのドメイン毎に適用できます。default ドメ

イン以外のユーザーのログインユーザー名は、「\\domain\username」という形式になりま

す。 

新規ユーザーの作成方法 

新規ユーザーを作成する際は、[User management]-[Create user]ボタンをクリックします。

ユーザー名やパスワードなどの設定を入力し、[Create]ボタンをクリックします。（メール

通知機能を使用しない場合には、E-mail の設定は必要ありません） 

 

なお、ドメインに属しているユーザーを作成したい場合には、[User management] 

-[Domains]にて表示されるドメインの横に表示される[Create user]をクリックします。 
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ユーザーの削除方法 

ユーザーを削除する際は、[User management]にて表示されるユーザーをクリックします。

表示される画面の[Delete user]ボタンの横にあるチェックボックスにチェックを入れ、

[Delete user]ボタンをクリックすることで削除できます。 

 

ドメインの作成方法 

新規ドメインを作成する場合は、[User management]-[Domains]-[Create domain]ボタンを

ク リ ッ ク し 、 ド メ イ ン 名 を 入 力 し た ら [Create] ボ タ ン を ク リ ッ ク し ま す 。 
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ドメインの削除方法 

ユーザーを削除する際は、[User management] -[Domains]にて表示されるドメインをクリ

ックします。表示される画面の[Delete domain]ボタンの横にあるチェックボックスにチェ

ックを入れ、[Delete domain]ボタンをクリックすると削除できます。 

 

ユーザーの表示および検索 

ユーザーのリストを表示するには、[User management]-[Users]を選択します。 

ユーザーを検索するには、[User management]-[Users]の[Filter by domain]に任意のドメ

イン名を入力するか、[Filter by username]に任意のユーザー名を入力して、[Filter]ボ

タンをクリックします。 

 

 

ドメインの表示および検索 
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ドメインのリストを表示するには、[User management]-[Domains]を選択します。 

ドメインを検索するには、[User management]-[Domains]の[Filter by domain name]に任

意のドメイン名を入力して、[Filter]ボタンをクリックします。 
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ユーザーとドメインのリストにおける各タブの説明: 

各設定項目は、ユーザーおよびドメイン共に共通です。 

 

 

 General: ドメイン名、ユーザー名、パスワードなどの変更が行えます。 

 Security: セッションのセキュリティの設定などが行えます。  

 Programs: 使用するプログラムのバージョンの選択などが行えます。 

 Plugins: ISL Light や ISL AlwaysOn が使用するプラグインの選択などが行えます 

 Actions: ISL AlwaysOn のアクション機能の有効化および無効化などが設定できます。 

 ISL AlwaysOn: ISL AlwayOn の有効化および無効化などが設定できます。 

 ISL Light: ISL Light の有効化および無効化などが設定できます。 

 Bulk files: 使用しません。 

 Raw data: 使用しません。 
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7 モニタリング 

ISL Conference Proxy の設定が完了すると、セッションの使用状況などの様々なイベント

をモニタリングすることができます。 

サーバー 

通常、ISL Conference Proxy サーバーのリストには 1 台のサーバーのみ表示されます。こ

のリストには、現時点で使用できるサーバーの一覧が表示されます。リストの各サーバー

は、一意の ID を持っています。デフォルトのサーバーID は-1 です。 

 

サーバーリストにおける各フィールドの説明 

 Select: 再起動するサーバーや切断するサーバーを選択できます。 

 Server ID: サーバー毎に割り振られた ID です。 

 Address: サーバーの IP アドレスです。 

 Connected: 使用しません。 

 Version: インストールされた ISL Conference Proxy のバージョンです。 

 Build time: インストールされた ISL Conference Proxy のプログラムが作成された時間

です。 

 Up time: サーバーが起動されてからの経過時間です。 

 Connected time: 使用しません。 

 Disconnected time: 使用しません。 

 ISL Light: 現時点でアクティブな ISL Light のセッション数(ISL AlwaysOn から起動さ

れたセッションも含む)です。 

 Service usage: 接続されている ISL Light や ISL AlwaysOn の数が表示されます。 

 Socket count: 使用しません。 
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転送速度 

メニューから[Activity monitor]-[Transfer rates]を選択すると、各サーバーの平均転送

速度を確認できます。 

 

転送速度は 2つの値で表されます。1つ目の値は送信速度を示し、2 つ目の値は受信速度を

示します。平均速度は、過去 1分間、5分間、15 分間、1 時間について記録されます。転送

速度は、3種類の異なる転送タイプごとに記録されます。 

セッション 

この機能を使用すると、アクティブなセッションおよび過去のセッションログを確認する

ことができます。 

アクティブなセッション 

ISL Conference Proxy 上でアクティブな ISL Light セッションを表示する場合は、メニュ

ーから[Sessions]-[Active]-[ISL Light]を選択します。 

また、[Sessions]-[Active]- [ISL Light]に表示されるアクティブなセッションのリスト

内から任意のセッションのチェックボックスを選択し[Drop selected]ボタンをクリックす

ると、選択したセッションを終了させることができます。 
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アクティブセッションリストにおける各フィールドの説明 

 Select: アクションを適用するセッションを選択できます。 

 Session ID: ISL Conference Proxy の内部データベース用の一意のセッション ID です。 

 Active on server: アクティブなセッションが存在するサーバーの ID です（ISL Light 

Desk と ISL Light Client は常に、同じサーバーに接続されます）。 

 Session code: セッションを確立するために ISL Light Client ユーザーが入力したセッ

ションコードです。 

 Created on: セッションが作成された（ISL Light Desk がセッションコードの作成を要

求した）時間です。 

 User: ISL Light Desk ユーザーのユーザーアカウントです。 

 Duration: セッションがアクティブになっていた、もしくはなっている時間です。 

 Last transfer: データが最後に送信された時間です。この時間は、セッションの開始時

から計測されます。 

 Bytes transferred: セッション中に転送されたデータの総バイト数です。 

 Average B/s: 1 秒間に転送された平均バイト数です。 

 Reconnects: セッションの再接続が行われた回数です。 

 Desk、Client: ISL Light ソフトウェアの制御データです。カンマで区切って表示されま

す。 

 OS 

 バージョン 

 言語（表示されない場合もあります） 

 IP アドレス 

 ネットワーク転送タイプ 

 Desk、Client location: 地理的なロケーション（国コード、国、市）です。GeoIP がイ

ンストールされている場合にのみ表示されます。 
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セッションの履歴 

メインメニューから[Sessions]-[History]オプションを選択すると、セッション履歴レポ

ートが表示されます。ここに各種パラメータを入力して検索することができます 

 

履歴検索パラメータ 

 Created after、Created before: 特定の期間を指定して検索を絞り込むことができます。

デフォルトでは、直前の2時間に設定されます。これら2つのパラメータは、[Created on]

フィールドに基づいて検索を絞り込みます。 

 Limit to user: [User]フィールドに基づいて検索を絞り込むことができます。「*」や「?」

などのワイルドカードが使用できます。 

使用例 

 ドメイン abc のすべてのユーザー: \\abc\* 

 名前に joe を含むすべてのユーザー: \\*\*joe* 

 ユーザー名が 4 文字であるすべてのユーザー: \\*\???? 
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8 プロダクトログインページ 

各ユーザーが ISL Light のプログラムを取得したり、ISL AlwaysOn を使用してセッション

を開始する場合は、下記の方法で ISL Conference Proxy のプロダクトログインページにア

クセスします。 

アクセス方法 

1. ブラウザの URL に「http://***.***.***.***:7615/」(*の部分にパケット作成時に入力

した IP アドレスまたはホスト名を入力してください)と入力します。（ポート 7615 を使

用している場合） 

2. アクセスすると以下の画面が表示されます。左側の任意のメニューもしくは画面右上の

「ログイン」を選択し、「ユーザー名」と「パスワード」を入力して専用ページにログイ

ンします。 

 

スタート 

ISL Light Desk で取得したセッションコードを入力して「接続」をクリックすることによ

り、自動的に ISL Light Client が起動され、セッションを開始することができます。（[ス

タート]から ISL Light を使用する場合にはログインを行う必要はありません） 

使用状況 

現在使用されているセッションを表示します。また、任意のセッションの切断もできます。

セッションを切断する際は、セッションのチェックボックスを選択し[セッションの切断]

ボタンをクリックします。ここで選択されたセッションは 30 秒後に切断されます。 

 

ISL AlwaysOn 
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ISL AlwaysOn 

ISL AlwaysOn がインストールされた端末へのアクセスと ISL AlwaysOn をインストールが行

えます。 

接続 

接続したい PC の横に表示されている「接続」ボタンをクリック後、接続先端末のアクセ

スパスワードを入力することで、ISL AlwaysOn を使用してセッションを開始することが

できます。 

 

 

その他 

 編集 

コンピュータの一覧に表示されている「編集」ボタンをクリックすることで、各種設定

を行うことができます。 
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 コンピュータ名：「ドメイン\コンピュータ名」が表示されます。 

 詳細：一覧に表示するコンピュータ名を変更します。 

 アイコン：一覧に表示するアイコンを変更します。変更する際は「規定の画像を使

用する」チェックを外し、表示される「参照」ボタンをクリックしてください。使

用できる画像は PNG もしくは BMP ファイルのみです。 

 タグ：タグ名を指定することができます。指定したタグは検索の際に使用できます。 

 共用コンピューター：「4.ISL AlwaysOn」にて「グルーピング機能」を有効にした場

合のみ表示されます。共有したいユーザー名を追加します。 

※（補足）2012 年 1 月現在、共有コンピューター[ユーザーの選択]機能は使用できません 

 削除 

選択したコンピュータをリモートコンピュータの一覧から削除します。 

 履歴 

選択したコンピュータに接続した履歴が閲覧できます。 
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ISL Light 

ISL Light の接続履歴の確認やプログラムのダウンロードができます。 

「新しいセッションを開始する」をクリックすると、セッションコードを自動取得する ISL 

Light が起動します。 
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ISL Conference Proxyのバックアップ 

ISL Conference Proxy は、インストール先フォルダを別の場所に保存することでバックア

ップを行うことができます。手順は以下の通りです。 

1. ISL Conference Proxy のサービスを停止します。(Windows のスタートメニューから[コ

ントロールパネル]-[管理ツール]-[サービス]を選択して、[ISL Conference Proxy]を

停止します) 

2. ISL Conference Proxy のインストールディレクトリ内にある全てのフォルダおよびフ

ァイルのバックアップを行います。（変更していない場合：C:\Program Files\ISL 

Conference Proxy） 

バックアップが完了したら、ISL Conference Proxy のサービスを開始してください。 
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9 ISL Conference Proxy の移行 

ISL Conference Proxy を別のサーバーで使用する場合は、以下の手順に従ってください。 

なお、ISL Conference Proxy の ISL Light と ISL AlwaysOn はダウンロードやインストール

を行った際の IP アドレス(または DNS 名)に対して接続を行うため、現行機の IP アドレス

が代替機と異なる場合には以下の点にご注意ください。 

A) 移行後に ISL Light を使用する際は、代替機のサーバーのプロダクトログインページ

から取得したプログラムを使用すること 

B) ISL AlwaysOn を使用する際は代替機のサーバーのプロダクトログインページから、再

度 ISL AlwaysOn のインストールを再度行う必要があること（各端末に既にインストー

ルされた ISL AlwaysOn の設定をそのまま使用したい場合は、代替機のサーバーの IP

アドレスを現行のサーバーと同一にしてください） 

また、現行機と代替機のサーバーの IP アドレスが同じ場合は、以下の手順 1～4 はスキッ

プし、手順 5から開始してください。 

1. ISL Online のマイアカウントページにログインして[オンプレミスライセンス]から[新

しいサーバーの定義]を選択し、代替機の IP アドレスを入力します。 

 

2. [ライセンスの割り当て]から手順 1で定義したIPアドレスを選択して[変更]をクリック

します。 
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3. 新たに割り当てたIPアドレスの横にある[パケットの新規作成]をクリックしてパケット

の作成を行います。 

4. 作成されたパケットの[confproxy-3-4.license]をクリックしてライセンスファイルの

ダウンロードを行います。 

5. 現行機の ISL Conference Proxy のサービスを停止します。(Windows のスタートメニュー

から[コントロールパネル]-[管理ツール]-[サービス]を選択して、[ISL Conference 

Proxy]を停止します) 

6. 現行機の ISL Conference Proxy のインストールディレクトリ内にある全てのフォルダお

よびファイルのバックアップを行います。（初期値：C:\Program Files\ISL Conference 

Proxy） 

7. 代替機の ISL Conference Proxy のインストールを行います。(インストールの手順につ

いては「2. ISL Conference Proxy のインストール」を参照してください) 

8. 代替機の ISL Conference Proxy のサービスを停止した上で、現行機の ISL Conference 

Proxy のインストールフォルダ（通常であれば C:\Program Files\ISL Conference Proxy）

から取得した全てのフォルダおよびファイルを、代替機の上記フォルダにコピーします。 

9. 代替機の ISL Conference Proxy のサービスを開始します。 

10. 代替機の ISL Conference Proxy の管理画面上で[Manage software]内の[Licenses]を

選択して手順4で取得したライセンスファイルを指定して[install]ボタンをクリックし

ます。（代替機の IP アドレスが現行機と同じ場合は、この作業は不要です） 
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10 ISL Conference Proxy のアンインストール 

ISL Conference Proxy のアンインストールを行う際は、下記の手順に従ってください。 

1.[コントロール パネル]から[プログラムの追加と削除]もしくは[プログラムと機能]を

開き、[ISL Conference Proxy]を選択して、[削除]をクリックします。 

2.ハードディスク上のすべてのデータファイルを削除する場合は、インストールフォルダ

（変更していない場合：C:\Program Files\ISL Conference Proxy）を削除します。 
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製品の詳しい情報につきましては、以下の ISL Online ウェブページをご参照ください。 

http://www.islonline.jp/ 

ISL Online 開発元 

XLAB d.o.o. 

Pot za Brdom 100 

SI-1000 Ljubljana 

Slovenia, EU 

URL: http://www.xlab.si/ 

ISL Online 国内総販売代理店 

株式会社オーシャンブリッジ 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-8-3 

TOC 第 1 ビル 9F （旧渋谷安田ビル） 

URL: http://www.oceanbridge.jp/ 

 


